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2026年３月期 当社取締役会の実効性評価について 

 

 

当社取締役会は、毎年、取締役会の実効性について、取締役会の目的、議題、構成、

審議、運営、及び取締役会を支える体制に関する項目を分析・検証し、その結果を踏

まえた課題と対策の検討・実施を行っております。  

2026年３月期の取締役会の職務執行において、取締役会の実効性に関する分析・評価

を行った結果は以下のとおりです。 

 

記 

 

 

１.実効性評価の方法  

取締役会の実効性に関するアンケートを全取締役に対して実施した上でこれを集計・

整理し、取締役会において、取締役会の実効性のさらなる向上のための課題と対策に

ついて議論いたしました。  

 

２.分析・評価結果の概要  

取締役会の目的、議題、構成、審議、運営等の項目について全取締役に対してアンケ

ートを行ったところ、取締役会の目的、議題、構成、審議、運営等の全般において、

総合的に評価が高いことが確認されました。  

また、2025年３月期の実効性評価において認識された課題として、中長期的な経営戦

略に関する執行側と監督側の認識の一致、モニタリング事項・監督体制の高度化、な

らびに指名・報酬諮問委員会における中長期的な経営戦略と連動したCEO後継者計画

等の議論の充実が挙げられました。  

これらの課題に対して、中長期的な経営戦略に関する議論の充実、取締役会の監督の

在り方に関する取締役間の共通認識の醸成、ならびに取締役に求められるスキルの見

直しを図るなどの取り組みを行った結果、一定の改善が進んでいることが確認されま

した。  

また、実効的な取締役のトレーニングの内容・方法に関する問題提起がなされまし

た。  

その上で、更なる実効性向上に向けて、中長期的な経営戦略および経営課題に関する

より良い議論を行うため、取締役に対する情報提供の充実や社外取締役の知見・専門

性を一層活用するための議論の在り方について、発展的な意見が提案されました。 

 

３.今後に向けて  

2026年３月の定時取締役会において、上記の分析・評価結果を踏まえて、さらなる取

締役会の実効性向上に向けて活発な議論を行いました。  

その結果、取締役に対する情報提供の充実に向けた取り組みを行うとともに、社外取

締役の知見・専門性を活かしながら、中長期的な経営戦略および経営課題に関するよ

り良い議論を行うため、議論のテーマ設定、頻度、方法などのアップデートを行うこ

となどの方針が確認されました。  

この方針に基づいて運営・改善を実行しながら、取締役会の実効性を向上させ、企業

価値の向上に努めてまいります。 

 

以 上                               


